
 
「薬物乱用防止に関する各学校における啓発・指導の実態状況調査について」 

調査報告書  
 

 2010(平成 22)年 5 月 独立行政法人 日本学生支援機構 

 
 
  この度、文部科学省の依頼により、薬物乱用防止に関す各学校における啓発・指導の実態

状況について調査を行い、その結果をまとめました。調査結果は次のとおりです。  
 

１ 調査の趣旨  

   学校における薬物乱用防止に関する取組状況について実態を把握する。 

 

２ 調査の内容 

   薬物乱用防止に関する各学校における啓発・指導の実態状況 

 

３ 調査の対象 

   全国の各大学、短期大学及び高等専門学校 1,201 校  
 

４ 調査基準日 

   平成 22 年 3 月 1 日現在 

 

５ 調査方法 

当機構ホームページ上より回答用 Excel ファイルをダウンロードのうえ、電子メールで

回収した。 

 

６ 回答校数 

1,133 校 (回収率 94.34% 詳細は下記参照 ) 

 

対象校数 回答校数 回収率
大学 759 727 95.8%
短期大学 378 350 92.6%
高等専門学校 64 56 87.5%

計 1201 1133 94.3%  
    ※「大学」には大学院大学、「短期大学」には短期大学部を含む。  
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（文部科学省依頼） 

 
薬物乱用防止に関する各学校における啓発・指導の実態状況調査 

  （平成２２年３月１日現在） 
 

 
１．【薬物乱用事件】 

平成１８年度以降、学内で学生による薬物乱用事件（覚せい剤取締法違反や大麻取締法違反によ

る逮捕者発生）がありましたか。 

ａ なし    ｂ あり ※その際の具体的対応を記述してください。          
２．①【薬物乱用防止に関する取組】（平成２１年度実績でお答えください。） 

薬物乱用防止に関して行っている取組で、該当するものすべてを選択してください。 

ａ 入学時等におけるガイダンス（    回実施／２１年度中） 

ｂ 一般学生に対する研修（上記ａを除く）（    回実施／２１年度中） 

ｃ 学外の機関等（警察、保健所など）と連携した指導会・講演会 

ｄ 授業    ※科目名／その他等を記述してください。         

ｅ 学内へのポスター等の掲示 

ｆ 学校ホームページへの掲載 

ｇ 学生便覧等への記載 

ｈ 学生意識調査  ※利用方法について記述してください。※概要があれば別途添付してください。 

ｉ 刊行物の作成・配布  ※具体的内容を記述してください。（例）ＤＶＤの作成 

ｊ 生活指導担当教員に対する研修 

ｋ 全教職員に対する研修 

ｌ サークルリーダーへの啓発 

ｍ 実施していない 
②【薬物乱用防止に関する取組】（平成２２年度の予定をお答え下さい。） 
薬物乱用防止に関して行う予定の取組で、該当するものすべてを選択してください。 

ａ 入学時等におけるガイダンス（    回予定／２２年度中） 

ｂ 一般学生に対する研修（上記ａを除く）（    回予定／２２年度中） 

ｃ 学外の機関等（警察、保健所など）と連携した指導会・講演会 

ｄ 授業    ※科目名／その他等を記述してください。 

ｅ 学内へのポスター等の掲示 

ｆ 学校ホームページへの掲載 

ｇ 学生便覧等への記載 

ｈ 学生意識調査  ※利用方法について記述してください。※概要があれば別途添付してください。 

ｉ 刊行物の作成・配布  ※具体的内容を記述してください。（例）ＤＶＤの作成 

ｊ 生活指導担当教員に対する研修 

ｋ 全教職員に対する研修 

ｌ サークルリーダーへの啓発 

ｍ 実施の予定はない 

３．【薬物乱用防止に関して特に力をいれている取組】 
参考となる特に力を入れている取組についてご教示ください（上記含む・別紙による回答可） 

   （例）保護者に対する講習会 
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設置形態 種別

（かな）

学校名

記入者名

所属

連絡先 電話 ＦＡＸ

設問番号 選択肢記号

1
ｂ：
具体的な
対応内容

教養科目

科目名

専門科目

科目名

その他

教養科目

科目名

専門科目

科目名

その他

【薬物乱用防止に関して特に力をいれている取組】
参考となるような特に力を入れている取組についてご教示ください。（別紙による回答可）

回

ｄ：

電話：０３－５５２０－６１６６
御協力ありがとうございました。 【お問合せ先】日本学生支援機構　学生生活部学生生活計画課

ｂ：
実施回数

ｄ：

２-②

ａ：
実施回数

ｈ：
利用方法

ｉ：
具体的内容

回

ｂ：
実施回数

3

文部科学省依頼

「薬物乱用の防止に関する各大学における啓発・指導の実態調査」回答票

（平成２２年３月１日現在）

①【薬物乱用防止に関する取組】（平成２１年度実績）

・複数選択可能です。
・「 a 」と答えた場合は実施回数を記述してください。
・「 b 」と答えた場合は実施回数を記述してください（「a」を除く)。
・「 d 」と答えた場合は科目名等を記述してください。
・「 h 」と答えた場合は利用方法について記述してください。(概要別添付)
・「 i 」と答えた場合は具体的な内容を記述してください。

②【薬物乱用防止に関する取組】（平成２２年度予定）

・複数選択可能です。
・「 a 」と答えた場合は実施予定回数を記述してください。
・「 b 」と答えた場合は実施予定回数を記述してください（「a」を除く)。
・「 d 」と答えた場合は科目名等を記述してください。
・「 h 」と答えた場合は利用方法について記述してください。(概要別添付)
・「 i 」と答えた場合は具体的な内容を記述してください。

※　ご記入いただきました個人情報（記入者の所属部署・氏名・連絡先等）は、本調査の回答に関して個別に確認が必要な場合に利用します。
　　 また、本機構の関連事業実施に当たり、必要に応じて、より詳細な情報を収集するため個別に問い合わせる場合に利用することがあります。

回

　２-①

備　　　考 記述欄

【薬物乱用事件】

・「b あり」と答えた場合は具体的な対応を記述してください。

ｈ：
利用方法

ａ：
実施回数

回

ｉ：
具体的内容
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